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波・風中の錨泊船の振れ回り運動に関する水槽実験を公開 

国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 海上技術安全研究所（所長 安部昭則）

は９月１８日（金）に、海洋構造物試験水槽において実施した波・風中の錨泊船の振れ

回り運動に関する水槽実験を公開いたします。 

 

平成 30 年 9 月の台風 21 号の影響で発生した関西空港連絡橋への油タンカーの衝突事

故など、走錨に起因する重大事故が続発しています。当所では国土交通省から委託を受

けて、船長や乗組員に自船の走錨危険性などの情報を提供するソフトウェアの開発を行

っています。 

開発しているソフトウェアの中核は、走錨の主要因とされている錨泊船の振れ回り運

動と錨鎖張力の推定プログラムであり、当該プログラムの精度検証等のために、海洋構

造物試験水槽（写真 1）で波・風中の錨泊船の振れ回り運動に関する模型実験（写真 2）

を行いました。 

今回の模型実験では、錨泊する方法を変えた場合や、錨泊中にプロペラ・舵・サイド

スラスタを操作した場合について、模型船の運動や模型船取付け位置における錨鎖張力

の計測に加えて、水中における錨鎖の形状や錨位置における錨鎖張力の計測を同時に行

いました。 

公開実験の当日は、実際に想定される広範囲な状況で行った実験について、ビデオ画

像や計測データを紹介させて頂き、参加された皆さまからのご質問にもお答え致します。 

 

走錨とは、錨泊している船体に作用する波や風による外力が錨と錨鎖による係駐力より大きくな

り、錨を引きずって船が移動する現象。走錨を始めると船を制御するのは困難とされています。 

  

 

海洋構造物試験水槽は、長さ 40m、幅 27m、深さ 2m の矩形の水槽で、X-Y 曳引台車、造波装置、

潮流発生装置、送風装置を装備しており、係留された浮体式海洋構造物や船舶等の挙動計測試験

に適した水槽です。 

  

プレス発表資料 

写真 1：海洋構造物試験水槽 写真 2：模型船実験風景 
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１．日時：令和 2 年 9 月 18 日（金）14:00～15:00 

 

２．開催方法：オンライン（ウェビナー形式） 

ご質問される方は事前にマイクをご用意ください。 

 

３．お申込み方法：参加ご希望の方は、弊所 HP より、事前の登録をお願い致します。 

事前登録サイト：https://www.nmri.go.jp/webinar_openexperiment.html 

申し込み期限は 9 月 17 日（木）とさせていただきます。 

 

４．お問い合わせ先：国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所  

海上技術安全研究所 企画部広報係 Tel：0422-41-3005 Fax：0422-41-3258 

E-mail：info2@m.mpat.go.jp URL：http://www.nmri.go.jp/ 

 


